
腰に力を
油谷・向津具小では、児童の健全な体

と心を鍛えるため集団宿泊訓練 を行って

い る。　　　　　（阿東町十種ケ峰スキー場）
昭和59年
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自
然
に
親
し
み
な
が
ら

体
力
づ
く
り

第
1
0回

全
日
本

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

オ リ エ ン テ ー リ ン グ

健
康
は
、
人
間
が
生
活
す
る
上
で
、
最
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
体
力
増
進
を
目
指
し
た
、
昭
和
五
八
年
度
、
体
力
つ
く

り
野
外
大
会
が
、
総
理
府
、
健
康
体
力
つ
く
り
事
業
財
団
、

山
口
県
教
育
委
員
会
主
催
の
も
と
に
、
本
町
を
主
会
場
と
し

て
、
来
る
三
月
二
五
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
時
あ
た

か
も
町
制
施
行
三
〇
周
年
を
迎
え
る
年
に
当
り
、
誠
に
意
義

深
い
催
し
で
も
あ
り
ま
す
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
歩
け

る
人
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
親
し
み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

友
達
や
家
族
、
あ
る
い
は
ご
近
所
の
人
な
ど
誘
い
あ
っ
て
、

ふ
る
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

近
年
、
自
然
を
活
用
し
た
野
外
活
動

が
．
健
康
ス
ポ
ー
ツ
．
生
活
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
盛
ん
に
な
り
．
広
く
実
践
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
．

歩
く
！
　
走
る
！
　
乗
る
！

か
ら
だ
の
基
本
的
運
動
の
舞
台
を
大

自
然
に
求
め
た
体
力
つ
く
り
野
外
大
会

が
。
次
の
要
領
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
実
施
内
容

・
歩
く
＝
ト
リ
ム
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ

親
子
や
友
達
な
ど
、
三
～
五
人
で
組

を
つ
く
っ
て
参
加
す
る
も
の
で
、
歩
く

コ
ー
ス
は
組
に
よ
っ
て
三
～
五
㎞
で
わ

か
り
や
す
く
設
定
し
て
あ
り
、
自
分
の

体
力
に
あ
わ
せ
て
無
理
を
し
な
い
で
楽

し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
も
で
き
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
楽
し
い
思
い
出
や
家
族
の

健
康
の
た
め
に
、
友
達
や
家
族
で
グ
ル

ー
プ
を
作
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
・

（
詳
し
い
組
分
け
は
、
別
表
の
通
り
で

す
。
よ
く
見
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

・
走
る
＝
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

個
人
で
参
加
す
る
部
門
で
、
全
日
本

Ｏ
Ｌ
大
会
を
兼
ね
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ
ス
が
エ
リ
ー
ト
か
ら
初
心
者
ま

で
性
別
年
齢
別
に
あ
る
の
で
、
地
の
利

の
あ
る
当
町
の
人
で
し
た
ら
入
賞
も
夢

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
乗
る
＝
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
置
町
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
、
集
合
場

所
と
な
り
ま
す
。
初
心
者
は
、
小
田
大

浜
を
、
上
級
者
は
川
尻
岬
を
そ
れ
ぞ
れ

往
復
し
ま
す
。
昼
食
持
参
で
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
コ
ー
ス
は
略
図

の
と
お
り
で
す
。

毎月1 日　省エネルギーの日



▽
競
技
の
方
法

○
　
町
役
場
前
で
受
付
を
し
ま
す
。

Ｏ
　
説
明
板
を
よ
く
読
み
ま
す
。

○
　
テ
ー
プ
誘
導
に
よ
り
移
動
し
ま
す
。

（
例
）
ト
リ
ム
・
Ｏ
Ｌ
の
参
加
者
は

赤
の
テ
ー
プ
を
た
ど
っ
て
行
き
な
さ

い
等
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
　
さ
ら
に
誘
導
に
よ
り
出
発
場
所
に

行
き
ま
す
。

Ｏ
　
出
発
時
間
は
、
組
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
。

Ｏ
　
地
図
に
示
さ
れ
た
ポ
ス
ト
（
赤
色

の
直
経
五
ミ
リ
の
円
）
の
順
に
回
り
、

ポ
ス
ト
に
お
い
て
あ
る
ス
タ
ン
プ
（
ま

た
は
ク
レ
ヨ
ン
）
　で
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー

ド
に
印
を
つ
け
ま
す
。

Ｏ
　
ゴ
ー
ル
は
油
谷
小
学
校
の
運
動
場

で
す
。

Ｏ
　
ゼ
ッ
ケ
ン
、
地
図
、
コ
ン
パ
ス
、

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
な
ど
競
技
に
必
要

な
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
場
所

で
お
渡
し
し
ま
す
。

▽
参

加
申

込

み

学
校
や
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
た
Ｏ
Ｌ
の
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
い
る

申
込
み
書
に
記
人
し
て
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

○
申
込
み
先

各
公
民
館
。
小
・
申
学
校
、
教
育
委

員
会
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

○
申
込
み
締
切
日

三
月
一
〇
日
（
土
）
で
す
。
な
お
、

当
日
の
参
加
申
込
み
も
受
付
け
ま
す
。

参
加

料

油
谷
町
民
は
無
料
で
す
が
、
当
日
申

込
み
者
は
一
人
に
つ
き
二
百
円
（
未
就

学
児
は
無
料
）
が
必
要
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
三
月
二
五
日
に
は

１
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
一
〇
時
三
〇

分
ま
で
に
、
油
谷
町
役
場
前
で
受
付
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

２
雨
天
決
行
で
す
。

３
駐
車
場
は
、
人
丸
家
畜
市
場
、
芝
崎

グ
ラ
ン
ド
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問

合

わ

せ

先

１
詳
し
い
こ
と
は
、
油
谷
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
へ
問
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。電

話
　
二
-
一
一
一
六

２
当
日
は
、
油
谷
小
学
校

電
話
　
二
Ｉ
一
一
〇
二

▽
参
加
者
の
注
意
事
項

１
さ
く
や
へ
い
の
中
、
立
入
禁
止
の
表

示
の
所
へ
は
入
ら
な
い
。

２
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
は
さ
け
て
、

近
く
の
道
を
通
る
。

３
樹
木
を
傷
つ
け
た
り
、
自
然
を
こ
わ

す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

４
途
中
で
レ
ー
ス
を
や
め
る
場
合
は
必

ず
係
員
に
連
絡
し
、
だ
ま
っ
て
帰
ら
な

い
。

５
山
道
で
煙
草
を
吸
わ
な
い
。

６
自
分
の
安
全
は
自
分
の
責
任
で
守
る
。

7 日 ～13 日　 建 築物 防 災週 間

（別表） トリム・ オリエンテ ーリングのクラス

ク　ラ　 ス　名 パ　 ー　 テ　　ィ　　の　 構　 成

男　　 子　　 組 15才 か ら55 才 まで の 男子 で 構成 する パ ーテ ィ

女　　 子　　 組 15才から50才までの女子で構成するパーティ

混　　 合　　 組 8  ( 15～55 才） 女（15 ～50 才） で 構 成す る パ ーテ ィ

壮　　 年　　 組
男（56 才以 上 ） 女 （51 才 以 上 ） の み で 構成 する パ ーテ ィ
あ るい は その 混合 パ ー テ ィ

家　　 族　　 組
14才まで、あるいは56才以上の男子もしくは51才以上の
女 子を 含 む パ ーテ ィ

小 学 男 子 組 4 ・5 ・6 年 生 の 男 子の みの パ ーテ ィ

小 学 女 子 組 4 ・5 ・6 年 生 の 女子 の み の パ ーテ ィ

小 学 混 合 組 4 ・5 ・6 年 生 の 男 女 混 合の パ ーテ ィ

中 学 男 子 組 中学生の男子のみのパーティ

中 学 女 子 組 中 学 生 の 女子 の み の パ ーテ ィ

中 学 混 合 組 中 学 生 の 男 女 混合 パ ー テ ィ

（ 注 ）1 パ ーテ ィの 構 成 員 数は3 ～5 人と す る 。2 名 ま で 、 あ る い は6 名

以 上 は オープ ン 参加 と なる 。

サイクリングコース略図

お　ね　が　い
「パンチ台」が山の中や小道のそばなどに

あ っ て も さ わら ない よ う に し て 下さい 。



みそ汁塩分測定
2 月1 日から7 日までの成人病週間にちなんで、中央公民館

をはじめ町内各所でみそ汁の塩分濃度測定が行われた。これは
家庭でのみそ汁の塩分濃度を知ってもらい薄味に慣れることを

目的として開かれたもので、参加者たちは塩分濃度測定器が示

す数値を真剣な顔でのぞき込んでいた。

勝利へのアタック

2月19日、油谷町スポーツ少年団本部主催による第3回スポ

ーツ少年団バレーボール北浦大会が町内4 会 場 に分かれて開

催された。こ れには 北浦の2 市5 町 より22チ ームの参加があ

り、日頃の練習の成果を存分に 発揮し 熱戦をくり広げた。町

内からも4チームが出場し、油谷スポーツ少年団が準優勝に輝

いた。

有
宗
ダ
ム
安
全
祈
願
祭

有
宗
ダ
ム
建
設
事
業
安
全
祈
願
祭
が
2
月
1
4日
現
地
で
行
わ
れ
た
。
事

業
費
1
3
億
4
千
万
円
で
、
ダ
ム
の
堤
体
工
事
を
昭
和
6
2
年
に
完
成
の
予
定

で
あ
る
。

油
谷
町
の昔

話

ほ

ろ

け

る

中

本

源
　
二

ち
ゅ
ー
に
・
ご
っ
ぽ
う
・
ど
ひ

ょ
ひ
ー
し
も
な
あ
ー
・
な
ど
は
、

こ
の
地
方
の
代
表
的
な
方
言
で
あ

る
が
「
ほ
ろ
け
る
」
も
、
そ
の
一

つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い

る
。壇

の
浦
の
合
戦
で
、
平
家
が
追

い
つ
め
ら
れ
、
今

は
こ
れ
ま
で
と
、

覚
悟
を
決
め
た
平

知
盛
は
、
船
の
錨

を
か
る
う
て
海
に

飛
込
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
わ

て
て
い
た
も
の
だ

か
ら
、
船
に
張
っ

て
あ
っ
た
幌
に
、

錨
が
引
っ
か
か
り
、

宙
吊
り
に
な
っ
て

も
が
い
て
お
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
見
つ
け

た
源
氏
方
の
兵
士

は
、
「
蹴
れ
、
蹴

れ
」
と
。
口
々
に
叫
び
ま
す
。
近

く
に
行
っ
た
一
人
の
兵
士
は
。
幌

を
蹴
飛
ば
し
ま
す
と
、
知
盛
は
。

じ
ゃ
ぼ
ん
と
海
に
落
ち
、
水
中
深

く
沈
ん
で
行
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
「
幌
を
蹴
る
」
が
、

落
ち
る
意
味
に
な
り
、
「
ほ
ろ
け

る
」
に
な
り
ま
し
た
。

1日～31日　家出少年発見保護活動強化月間



国

民

年

金

こ
ん
な
と
こ
ろ
で

役
立
っ
て
い
る
保
険
料

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
将
来
の
年
金
給
付
の
財
源

と
し
て
国
が
責
任
を
も
っ
て
積
み
立
て

て
い
ま
す
が
、
こ
の
積
立
金
の
一
部
は

直
接
、
保
険
料
の
拠
出
者
で
あ
る
被
保

険
者
や
そ
の
家
族
の
福
祉
の
向
上
に
役

立
つ
よ
う
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
。
病
院
、
公
民
館
、
保
育

所
、
老
人
ホ
ー
ム
、
簡
易
水
道
な
ど
の

建
設
資
金
と
し
て
県
や
市
町
村
に
融
資

さ
れ
て
い
ま
す
。
油
谷
町
で
は
、
こ
の

制
度
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
事
業
と
し

て
、
広
域
簡
易
水
道
事
業
、
菱
海
保
育

所
増
築
事
業
や
蔵
小
川
・
大
浦
・
川
尻

保
育
所
の
建
設
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
国
民
年
金
の

加
人
者
に
住
宅
資
金
を
貸
し
付
け
る
住

宅
融
資
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

住
宅
（
土
地
を
介
む
）
の
建
設
ま
た
は

購
人
の
た
め
の
資
金
融
資
で
す
。
融
資

を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
現
在
、
国
民
年

金
の
加
入
者
で
あ
り
、
し
か
も
加
入
期

間
が
三
年
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
、

最
高
三
〇
〇
万
円
ま
で
融
資
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

更
に
、
国
民
年
金
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
方
が
、
そ
の
年
金
を
受
け
る
権

利
を
担
保
と
し
て
小
口
資
金
の
融
資
を

受
け
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
融
資
額
は

受
給
し
て
い
る
年
金
額
の
一
・
五
倍
以

内
で
、
最
低
一
〇
万
円
か
ら
一
七
〇
万

円
ま
で
の
範
囲
内
で
す
。
た
だ
し
、
返

済
は
年
金
の
支
払
金
の
金
額
を
も
っ
て

あ
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
返
済
の
終
了
す

る
ま
で
は
年
金
の
支
払
い
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
詳
細
に
つ

い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
住
民
課
福
祉
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

保
険
料
の
額
が

四
月
か
ら
六
、二
二
〇
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
今
年
の
四

月
か
ら
一
か
月
分
か
六
、
二
二
〇
円
に

変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
制
度
が
、
み
な

さ
ん
が
納
め
た
保
険
料
と
国
の
負
担
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
高

齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
年
金

を
受
け
る
人
の
増
加
に
よ
る
給
付
費
用

の
増
大
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
引
き

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

保
険
料
は
、
毎
年
少
し
ず
つ
上
が
っ

て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
自
身
の
老
後
の

生
活
の
た
め
に
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
附
加
保
険
料
加
人
の
場
合
は

六
、
六
二
〇
円
に
な
り
ま
す
．

船の運転免許 を

受有してい る

皆さんへ！

昭和49年5 月25 日以前に下記の免許

を受けていたかまたは､ それらの資格に

係る海技従事者国家試験に合格してい

た者は、運輸大臣が指定する船舶職員

養成施設において、運輸大臣が定める

課程の講習を修了すれば、現行の一級

小型船舶操縦士免許が与えられること

になっています。

この措置による講習を修了して、一

級小型船舶操縦士免許が取得できるの

は、昭和59年5 月25 日までですので該

当者は早めに受講してください。

1. 旧 小型船舶操縦士免許 に の免許

は昭和59年5 月26日以降無効となり

ます）

2. 丙 種航海士以上の甲板部の免許

（この免許では、昭和59年5月26日

以降総トン数20ト ン未満の船舶を操

縦できなくなります）

なお、詳細は海運局（支局）または、

町水産課、漁協へお尋ねください。

こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

痔
の
は
な
し

痔
に
は
い
ろ
い
ろ
の
も
の
か
お
り
ま

す
が
、
主
な
も
の
は
次
の
三
種
類
で
す
。

①
い
ぼ
痔
（
痔
核
）

い
ぼ
痔
は
静
脈
が
う
っ
血
し
コ
ブ
の

よ
う
に
な
っ
た
状
態
で
、
奥
に
で
き
る

も
の
が
内
痔
核
、
外
に
で
き
る
の
が
外

痔
核
で
す
。
内
痔
核
は
排
便
の
と
き
に

出
血
し
ま
す
が
痛
み
は
普
通
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
が
や
が
て
脱
出
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
外
痔
核
は
、
急

に
い
ぼ
状
に
ふ
く
ら
み
痛
み
を
感
じ
ま

す
が
、
出
血
は
上
皮
が
破
れ
ぬ
限
り
あ

り
ま
せ
ん
。

②
き
れ
痔
（
裂
肛
）

き
れ
痔
と
は
肛
門
に
傷
が
で
き
た
も

の
で
、
普
通
は
出
血
は
わ
ず
か
で
、
痛

み
の
特
徴
は
排
便
時
に
激
痛
が
あ
り
、

数
分
か
ら
数
時
間
続
き
ま
す
。

③
痔
ろ
う

大
便
の
中
の
細
菌
に
よ
り
感
染
し
肛

門
の
ま
わ
り
が
化
膿
し
破
れ
て
で
き
る

管
状
の
も
の
で
す
。

Λ
痔
の
予
防
▽

野
菜
、
果
物
を
よ
く
食
べ
、
便
意
が

起
こ
っ
た
ら
我
慢
せ
ず
、
よ
い
排
便
習

慣
を
身
に

つ
け
。
入

浴
し
て
肛

門
を
常
に

清
潔
に
し
、

血
行
を
よ

く
す
る
。

23日　世界気象デー



町
営
中
央
火
葬
場

管
　
理
　
人
　
募
　
集

Λ
業
務
内
容
▽

火
葬
場
管
理
業
務
の
委
託

Λ
募
集
人
員
▽

一
　
名

Λ
資
　
格
▽

①
　
町
内
に
居
住
す
る
者
（
但
し
、

菱
海
・
蔵
小
田
地
区
内
居
住
者
。
そ

の
他
の
地
区
の
者
は
。
受
託
後
は
菱

海
・
蔵
小
田
地
区
内
に
居
住
可
能
な

者
）

②
　
原
則
と
し
て
六
五
歳
未
満
の
男

性
で
管
理
業
務
が
完
全
に
で
き
る
者
。

Λ
申
込
期
限
▽

昭
和
五
九
年
三
月
一
五
日

へ
面
接
日
▽

申
込
者
に
後
日
通
知
す
る
。

申
込
み
先
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
住
民
課
保
健
衛
生
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
に
加
入
を

油
谷
町
交
通
安
全
共
済
は
、
わ
ず
か

な
掛
金
で
最
高
一
〇
〇
万
円
の
見
舞
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

Λ
加
入
資
格
▽

油
谷
町
内
に
住
民
ひ
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
人
。

Λ
共
済
掛
金
Ｖ

一
人
一
年
分
五
〇
〇
円
（
但
し
、
申

学
生
以
下
の
子
供
及
び
七
○
歳
以
上
の

老
人
の
方
は
三
〇
〇
円
）

Λ
共
済
期
間
▽

昭
和
五
九
年
四
月
一
日
ま
た
は
加
入

の
日
か
ら
昭
和
六
〇
年
三
月
三
一
日
ま

で
。

Λ
加
入
申
込
▽

三
月
一
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
加
入

申
込
書
に
掛
金
を
添
え
て
、
各
部
落
の

如
人
会
支
部
長
（
婦
人
会
の
結
成
さ
れ

て
い
な
い
地
区
は
部
落
長
）
、
ま
た
は

役
場
総
務
課
（
ま
た
は
宇
津
賀
・
向
津

具
両
支
所
）
　へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
入
所
生
募
集

Λ
募
集
人
員
及
び
募
集
期
間
▽

入
寮
所
生
五
○
名
で
入
所
は
随
時

Λ
応
募
資
格
▽

介
護
を
必
要
と
し
な
い
肢
体
不
自
由

者
で
身
休
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
者
．

Λ
入
所
期
間
▽

一
年
（
必
要
に
応
じ
て
延
長
可
）

Λ
訓
練
科
目
▽

機
能
訓
練
科
、
印
章
・
印
刷
科
．
夕

イ
プ
科
、
写
真
植
字
科
、
洋
服
科
、

洋
裁
科
、
和
裁
科
．
編
物
科
、
自
動

車
操
作
科
（
入
所
期
間
こ
箇
月
）

申
込
み
先
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は
町

住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
．

家
庭
教
育
講
演
会

子
ど
も
の
健
全
育
成
と
明
る
い
家
庭

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

Λ
日
　
時
▽

昭
和
五
九
年
三
月
九
日
（
金
）
午
前

九
時
三
〇
分
～
一
二
時

Λ
場
　
所
▽

油
谷
町
中
央
公
民
館

Λ
演
　
題
▽

「
こ
の
子
は
こ
の
子
な
り
に
」

Λ
講
　
師
▽

河
内
美
舟
先
生

著
書
　
七
人
の
子
ど
も
と

＝
子
育
て
奮
戦
記
＝

走
る
仲
間
大
募
集

－
油
谷
陸
協－

走
り
終
っ
た
あ
と
の
快
い
汗
、
そ
う

快
な
気
分
。
し
か
も
、
仲
間
と
共
に
走

る
楽
し
さ
。
健
康
そ
の
も
の
を
肌
で
感

じ
。
充
実
し
た
一
日
に
満
足
感
を
覚
え

る
。
あ
な
た
も
そ
う
し
た
体
験
を
味
わ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
、
油
谷
陸
協
（
部
長
三
浦
久
雄－

大
迫
）
で
は
走
る
仲
間
を
求
め
て
い
ま

す
。
力
や
ス
ピ
ー
ド
な
ど
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
の
で
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
部
員
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
一
同
あ

な
た
の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
申
込
み
先
　
油
谷
町
中
央
公
民
館

電
話
②
-
一
一
一
六

昭
和
五
九
年
度
公
民
館

講
座
受
講
生
募
集
中

公
民
館
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
継
続
さ
れ
る
方
も
。
新
し
く

申
込
ま
れ
る
方
も
、
誘
い
合
わ
せ
て
ふ

る
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

Λ
申
込
期
限
▽
三
月
三
一
日

へ
内
　
　
容
）
広
報
「
ゆ
や
」
二
月
号

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
町
内
各
公
民
館
に
連
絡
、

ご
相
談
の
う
え
、
受
講
申
込
書
を
お
出

し
く
だ
さ
い
。

お

め

で

た

一
月
二
一
日
～
二
月
一
八
日
受
理

子
の
氏
名
　
　
保
護
者
　
住
　
所

谷
合
　
郁
美
　
　
正
　
利
　
駅
　
　
通

福
原
　
大
輔
　
　
健
　
治
　
駅
　
　
通

上
野
　
美
幸
　
　
眞
　
昭
　
芝
　
　
崎

岡
本
　
義
弘
　
　
勝
　
幸
　
河
原
浦

塩
瀬
あ
ゆ
み
　
　
信
　
夫
　
河
原
浦

金
子
　
浩
介
　
　
雄
　
治
　
蔵
小
田
下

大
崎
　
学
　
　
　
登
　
西
津
黄

池
永
　
尚
正
　
　
達
　
夫
　
東
後
畑

垰
村
　
　
修
　
　
　
　
浩
　
青
　
　
村

中
村
　
地
里
　
　
耕
　
造
　
田
久
道

林
　
　
優
也
　
　
克
　
好
　
大
　
　
和

今
津
　
佑
允
　
　
　
等
　
大
浦
西

藤
田
沙
奈
枝
　
　
金
　
士
　
本
　
　
郷

お
く
や
み

二
月
二
一
目
～
二
月
一
八
日
受
理

氏
　
名
　
　
　
年
齢
　
　
住
　
所

池
谷
　
　
正
　
　
六
四
歳
　
宮
ノ
馬
場

大
谷
　
早
苗
　
　
六
七
歳
　
貝
　
　
川

大
村
シ
ズ
ノ
　
　
八
三
歳
　
大
川
尻

中
野
　
友
一
　
　
八
二
歳
　
田
久
道

平
野
清
之
焏
　
　
八
九
歳
　
大
浦
東

石
川
美
農
一
　
　
八
五
歳
　
大
浦
西

西
中
　
雪
雄
　
　
八
二
歳
　
大
浦
西

常
信
ハ
ル
子
　
　
七
六
歳
　
南
　
　
方

國
重
　
タ
カ
　
　
七
三
歳
　
川
尻
西

人 の 動き
（昭和58年2月1日現在）（昭和59年2月1日現在）

8 人　 出　 生　　　　12人
14人　 死　亡　　　12 人
22人　 転　入　　　16 人
23人　 転　出　　　28 人

11, 159人　人　口　11, 041人
5･253 人　 男　 性　5･197 人
5, 906 人　 女　性　5, 844 人
3, 252戸　 世帯 数　3, 256 戸

･前年との比較

町
内
文
芸

油
　
谷
　
俳
　
壇

末
の
娘
の
嫁
ぎ
て
気
弱
春
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
古
川
　
帆
可

早
春
の
渦
潮
迅
し
ゆ
り
鴎
　
　
　
　
　

片
倉
　
田
泉

か
す
か
に
も
光
ふ
く
み
て
春
淡
し
　
　
　
　
　
　
窪
田
　
幸
代

日
脚
伸
ぶ
妻
の
外
出
の
時
間
延
び
　
　
　
　
　
　
大
谷
　
展
生

油
　
谷
　
短
　
歌
　
会

故
里
の
海
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
禍
早
春
の
海
草
の
珍
味
乏
し
く

な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
白
水
郎

西
寄
り
の
風
に
変
り
し
日
本
海
潮
の
面
づ
た
い
に
白
波
の
た

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
岡
　
　
豊

真
昼
間
を
野
犬
は
げ
し
く
ほ
え
た
て
て
誰
か
な
げ
た
る
小
石

が
は
じ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
永
　
政
雄

光
り
つ
つ
土
も
ら
あ
ぐ
る
霜
柱
静
か
に
ふ
み
て
冬
の
音
聞
く

町
田
　
敏
夫

≪編集・発行　油谷町役場 総合企画課≫ しあわせは明るいきれいな選挙から
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